道歯会通信１２月号原稿　岩見沢歯科医師会

親睦野球大会

日時：10月1日（土）、10月15日（土）

場所：岩見沢清丘園グランド

　今年も２回の親睦野球を開催した。両日ともに天候が思わしくなく、参加辞退者が続出したため、変則ルールにより１回目は11名によりソフトボールを、２回目は14名で野球を行った。

　１回目のソフトボールの守備は投、一、三、遊、左だけ、ネットが捕手代わり、四球・盗塁なし、２塁ベースより右に打ったらアウト、などである。戦力差が生じたため、途中で三塁側「査定’s」は２アウトチェンジ、一塁側「返礼’s」は４ないし５アウトチェンジにした。１回目の試合は13－12で三塁側「査定’s」が勝利した。

　２回目も互いに守備を融通するなどして野球をした。試合は８－４で「返礼’s」が勝ち、第１回の雪辱を果たした。２試合トータルで個人成績を算出し、ＭＶＰは加藤先生、優秀賞に谷本先生と山本先生、好プレー賞には前田先生と札歯会から友情出演の九津見雅之先生が選ばれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久恒泰宏）

第２回岩見沢方面会

日時：10月28日（金）19：00から

場所：清寿司

　開会にあたり２２日実施された就学児童健診事業への謝意と、法人改革が順調に進んでいることなどの報告が鍵谷方面会長より挨拶としてあった。また、本年度表彰者の吉田俊之先生（日歯・道歯終身会員表彰）と三嶋顕先生（岩見沢市教育振興表彰）、高田知明先生（学校保健功労賞）の紹介、会員異動として佐々木規雄先生が三笠方面会から岩見沢方面会へ、三木龍治先生が室蘭歯科医師会から本会へ転入された報告があった。佐々木先生は岩歯会の行事に大いに参加したいと述べられ、三木先生は野球ができるということで即戦力として期待されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久恒泰宏）

第５回８０２０歯っぴースマイル

日時：10月29日（土）14：00から

場所：岩見沢市コミュニティプラザ

演題：東日本大震災における身元確認作業について（仲川先生）
　　　大震災　そのときどうする（山村氏）

講師：道歯防災担当理事　仲川弘誓　先生
　　　防災システム所長　山村　武彦　氏

　「大丈夫ですか？あなたの防災知識」をテーマに、表記イベントが開催された。初めに８０２０コンクール受賞式典及び図画ポスターコンクール受賞式典が執り行われ、引き続き市民公開講座が行われた。仲川弘誓先生は、身元確認作業に赴かれた際の貴重な体験談や災害時の注意点、歯科用レントゲンの身体に対する影響は影響はほとんどないこと等について解説された。ＴＶでおなじみの山村武彦氏は、大災害に対する考え方、平常時にしておくべき事やいざ災害が起こったときにどうするかについて、笑いあり、涙あり、実に巧みな話術で私たちを感動させてくれた。
　別室ブースでは防災用品の展示や衛生士会の東日本大震災での活動状況の報告、技工士会からは災害時の照明確保のためのロウソク作りの実演などが行われた。大震災を機に防災に関心を持った多くの市民が来場されて盛況であった。（久恒泰宏）
第２回学術講演会

日時：11月4日（金）19：00から

場所：ホテルサンプラザ

演題：ビスホスホネート関連顎骨骨髄炎・顎骨壊死（笠原先生）
　　　歯科治療と感染性心内膜炎（堀川先生）
講師：北海道中央労災病院第三口腔外科部長　笠原和恵 先生
　　　　　　　同　　　　第二口腔外科部長　堀川雅昭 先生
　今回は、会員が日頃お世話になっている北海道中央労災病院歯科口腔外科のお二人の先生に講演をお願いした。笠原和恵先生からはビスフォスフォネート誘発顎骨壊死（ＢＲＯＮＪ）と歯科治療、堀川雅昭先生からは歯科治療と感染性心内膜炎のお話があった。ともに最近の学会等での情報を基に資料を提示し、注意を喚起し、欧米と日本とのガイドラインの違いについても解説していただいた。参加２７名のうち２/３のメンバーは懇親会にそのまま移行して、自らが抱える症例について相談したり、お礼を述べたりしていた。（久恒泰宏）

